




＜はじめに＞

  PMD は成長に伴ない進行する。当病棟の入院患者は 38 名(PＭD33 名、類似筋

萎縮疾患 5 名)中、小学生 29 名、中学生 6 名、義務教育終了者 2 名、その他 1

名となっている。症状は歩行が比較的容易で口常生活にほとんど介助を要しな

い子供から全くの Bed patient に近いさまざまの障害度の患者たちである。当

病棟に入院中のほとんどの学童は、他の疾患の同年令児より知能指数が低いと

評価されている。精神的及び身体的にも、発達途上期にある年代に加えて症状

が進行性であることが、心理的にも影響していると考えられる場面にしばしば

遭遇し、いかに対処すべきかが課題となってくる。そこで患者の障害度別にお

ける心境の把握に努めアプローチの手立てを研究した。


